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III． 当該路線の現況調査 

１. 運行開始から現在までの経緯 

「くる梨」の運行開始から現在までの経緯は、次のとおりである。 

（１） 導入検討から実験運行まで 

平成 13年 4月～ 

市長の諮問機関である「鳥取市交通対策審議会」から、中心市街地活性化策の
一つとして、循環バスの導入が提案される。 

循環バスの導入に向け各種協議を実施し、具体的な事業案を決定。 

【協議した事項】 

 「バス活性化協議会」における運行ルート等に関する協議 

 運輸支局、バス事業者等関係機関との協議 

 停留所設置に係る地元協議 

平成 14年 10月 1日～ 

平成 15年 3月 31日 

（第 1回実験運行：6ヶ月
間） 

「鳥取市 100円循環バス実験運行事業」を実施。 

運行事業者…日ノ丸自動車（株）、日本交通（株） 

乗降調査、アンケート調査等をもとに、「鳥取市バス活性化協議会」で運行ルー
ト、運行時間等を協議。 

平成 15年 4月 1日～ 

12月 31日 

（第 2回実験運行：9ヶ月
間） 

実験運行を延長し、本格運行に向けて検討。 

【実験運行延長後との変更点】 

 運行ルートの変更（運行範囲の拡大、双方向運行の中止） 

 始発時間の変更（9：00→8：00） 

 定期券の発行（赤・青共通専用定期券、3,900 円／月） 

【利用促進策】 

 無料乗車券配布、無料乗車体験実施 

 ホタルバス運行（夜間運行時間延長） 

乗降調査、アンケート調査等をもとに、「鳥取市バス活性化協議会」で運行ルー
ト、運行時間等を協議。 

ノンステップ型の車両を 2台購入。青・赤両コースに 1台ずつ配車し、バリアフ
リー化を図る。 

平成 15年 5月～6月 
樗谿公園のホタル観賞者の利便性向上を目的に、赤コース運行時間の夜間延
長「ホタルバス」を実施 

平成 15年 6月～ 100円循環バスの愛称・車体デザインを一般公募 

 

（２） 本格運行開始以降 

平成 16年 1月 3日 

（本格運行開始） 

【第 2回実験運行後との変更点】 

 運行ルートの一部変更 

 土・日・祝日の始発時間の変更（9：00→8：00） 

【利用促進策・利用者の利便性向上（平成 16年度）】 

 バスロケーションシステムを導入 

 置き傘設置 

【利用促進策・くる梨 PR（平成 17年度）】 

 車外・車内広告募集 

 定期券プレゼントイベント 

 利用者 20 万人突破（H16.11.7）特産品プレゼント 

 1 日乗車券を販売 
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平成 16年 1月 3日 バスロケーションシステムを導入 

平成 16年 5月 11日 車外・車内広告募集開始 

平成 17年 3月 1日 一日乗車券販売開始 

平成 17年 10月 1日～
平成 18年 3月 31日 

BDF混合燃料（廃食用油燃料）を実験的に使用開始し赤コースの 1台に導入 

鳥取環境大学との協働事業（軽油：BDF＝4：1） 

平成 18年 4月 1日 
BDF混合燃料の実験的使用車両を追加し青コースの 1台に導入 

鳥取環境大学との協働事業（軽油：BDF＝4：1） 

平成 18年 4月 30日 バスロケーションシステムのサービス終了 

平成 19年 1月 4日～ 

3月 31日 
赤コース・聖神社経由便の実験運行実施 

平成 19年 7月 1日 赤コース・聖神社経由便の本格運行開始 

平成 19年 10月 1日 青コース・お堀端経由便運行開始、さざんか会館へ乗入れ開始 

平成 20年 12月 
赤コース新車両購入（宝くじ助成事業助成金） 

BDF混合燃料（廃食用油燃料）の実験的使用を中止 

平成 21年 8月 青コース新車両購入（地域活性化・生活対策臨時交付金） 

平成 22年 11月 青コース新車両購入（社会資本整備総合交付金） 

平成 23年 7月 赤コース新車両購入（社会資本整備総合交付金） 

平成 24年 4月 1日 青コースの一部ルート変更、一部停留所の発車時刻変更 

平成 25年 4月 1日 

緑コース新設（運行開始）と青・赤コースの一部ルート変更 

1 ヶ月定期券を 3,000円に値下げ 

回数券の販売、電子マネーによる運賃支払い開始 

平成 25年 10月 1日 
赤コースの一部ルート変更（「本通サンロード入口」→「大丸前」） 

路線バスと「くる梨」乗継定期券の実証実験開始 

平成 27年 4月 1日 緑コースの一部停留所の発車時刻変更 

平成 27年 12月 1日 公用回数券導入（市職員の移動手段の一つとして導入） 

平成 28年 3月 26日～ 

3月 30日 
仁風閣プロジェクションマッピング開催にあわせ、緑コース夜間運行 

平成 28年 4月 1日 
緑コース停留所名称変更（鳥取市移住・交流情報ガーデン開設に伴い、「みず
ほ銀行前」から「鳥取市移住・交流情報ガーデン前」に変更） 

平成 29年 6月 27日 運賃の減免対象の拡大 

平成 29年 9月 1日 バスロケーションシステムの再導入（バスネット） 

平成 29年 12月 1日 緑コース一部ルート変更（「中央郵便局」を「市営駐輪場前」に移設） 
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２. 現在の運行形態 

現在（平成 30 年 3 月時点）の「くる梨」の運行形態は次のとおりである。 

（１） 運行概要 

路線数 赤、青、緑の 3 コース 

運行車両 1 コースあたり 2台（計 6台） 

運行事業者 
日ノ丸自動車株式会社（青コース、緑コース）、日本交通株式会社（赤コース、緑コース）によ
る共同運行 

運行形態 道路運送法第 4条による一般乗合旅客自動車運送事業 

運行方法 循環・定時運行（20分間隔） 

所要時間 1周約 7km、35分 

停留所 概ね 200m間隔 

運賃 

1回の乗車につき 100円 

小学校入学前の幼児と、鳥取子育て支援カードの所持者は無料。 

身体障がい者手帳、療育手帳、精神障がい者手帳、児童福祉法に規定する諸施設の施設
長が発行する運賃割引証の所持者とその介護者者（1名まで）は半額。 

障がい者福祉サービス受給者証と特定医療費（指定難病）医療受給者証の所持者は半額。 

運行目的 

鳥取駅を中心に中心市街地の主要な公共・公益施設をワンコイン（100円）で移動できる手
段を確保することにより、市民生活の利便性を高め、中心市街地の活性化に寄与すること。 

2つの交通軸（若桜街道・智頭街道）を運行することにより、中心市街地の回遊性を高め、更
なる活性化を図ること。 

公共交通空白地帯の解消を目指すこと。 

出典：鳥取市交通政策課資料 
 

（２） 使用車両 

 区分 車種 台数 備考 

赤コース 
通常車両 ポンチョ 2台 ノンステップバス 

予備車両 リエッセ 1台 
 

青コース 
通常車両 ポンチョ 2台 ノンステップバス 

予備車両 リエッセ 1台 
 

緑コース 通常車両 ポンチョ 2台 ノンステップバス 
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（３） 路線図・停留所一覧（平成 29 年 12 月 1 日から） 
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（４） 時刻表 

① 青コース（平成 25年 4月 1日から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 赤コース（平成 25年 10月 1日から） 
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（５） 緑コース（平成 29 年 12 月 1 日から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. コース別利用者数の推移 

○ 年間の利用者数は増加傾向が続いており、緑コースの運行を開始した平成 25 年度以降は年間 350

千人を超える水準で推移している。 

○ コース別にみると、直近の平成 28 年度では緑コースの利用が最も多く、以下、赤コース、青コー

スの順になっている。 

○ 平成 25 年度以降、緑コースと赤コースの利用者数は増加が続いているが、赤コースの利用者数は

横ばいから微減傾向にある。 

 図表 10 コース別利用者数の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：鳥取市交通政策課資料 
  

H14年度 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

緑コース 133,848 139,007 145,956 148,212

赤コース 19,885 98,148 131,921 137,592 134,446 138,774 136,061 138,106 144,894 153,433 143,908 133,728 131,517 129,690 130,769

青コース 36,876 98,824 111,843 115,991 115,758 116,732 122,208 126,791 136,917 148,483 146,908 95,815 102,818 103,168 102,931

合計 56,761 196,972 243,764 253,583 250,204 255,506 258,269 264,897 281,811 301,916 290,816 363,391 373,342 378,814 381,912
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４. 利用者区分別利用者数の推移 

○ 平成 28 年度の利用者の内訳をみると、「一般」が 65.8%で最も多く、以下、「回数券」（15.1%）、

障がい者（7.5%）、「定期券」（7.3%）、「幼児」（2.2%）、「電子マネー」（1.1%）の順になっている。 

○ 「定期券」が増加傾向にある一方で、「障がい者」は平成 27 年度以降連続して減少している。 

○ 「電子マネー」と「鳥取藩のりあいばす乗放題手形」は利用者全体に占める割合は小さいものの、

利用者数自体は増加傾向にある。 

 図表 11 利用者区分別利用者数の構成比（H28年度）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：鳥取市交通政策課資料 

 

 図表 12 利用者区分別利用者数の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：鳥取市交通政策課資料 
  

Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度

街なか駐車場連携企画 19 11

電子マネー 2,762 3,495 4,404 4,114

回数券（公用を含む） 37,534 48,510 57,270 57,648

鳥取藩のりあいばす乗放題手形 640 375 456 420 809 870

とりっこカード 1,260 1,081 1,764 1,469 1,240 1,088

1日乗車券 1,448 1,053 2,725 2,593 2,370 2,219

定期券 5,528 6,570 15,132 18,618 22,314 27,694

幼児 7,670 6,913 9,027 7,816 7,029 8,443

障がい者 29,349 29,341 33,760 35,705 29,935 28,466

一般 256,021 245,483 260,212 254,705 253,443 251,370
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５. 運行収支の推移 

○ 運行経費は平成 20 年度まで増加を続け、その後平成 23 年度までは減少傾向にあったが、緑コー

スの運行が開始された平成 25 年度に大きく増加し、その後は年間 60～70 百万円の範囲で推移し

ている。 

○ 運賃収入は平成 25 年度にかけて微増傾向にあったが、その後は横ばい（31 百万円前後）で推移

している。 

○ 平成 20 年度には 35 百万円にのぼった市負担金は、平成 21 年度から平成 23 年度にかけて 19 百万

円まで圧縮されたが、緑コースの運行が開始された平成 25 年度に大きく増加し、その後は年間

31～35 百万円の範囲内で推移している。 

○ 運行経費に対する運賃収入の割合（収支比率）は、平成 28 年度において 47.5%であり、平成 23

年度の 58.9%をピークとして以降は低下傾向にある。 

 図表 13 運行収支の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：鳥取市交通政策課資料 

  

H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

市負担金 28,060 29,538 32,730 32,632 35,356 27,150 23,181 18,617 21,672 33,399 33,268 31,113 34,718

収入 23,047 22,982 22,633 23,113 23,441 23,767 25,050 26,724 26,865 31,403 31,179 31,644 31,370

収支比率 45.1% 43.8% 40.9% 41.5% 39.9% 46.7% 51.9% 58.9% 55.4% 48.5% 48.4% 50.4% 47.5%
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